
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/10（土）東郷さん（麓下）の畑にて入来小４年生の子ど

も達と一緒にそばの種まき体験を行い、一つ一つ丁寧に種を

蒔いていきました。出来上がったそばは、１２月の世代間交

流事業の「そば打ち体験」にて使用されます。たくさんの実

がなるといいですね。 
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清色地区の合言葉 

「安心･安全で潤いと活力に満ちた共生･協働の町づくり」 

水質改善委員・清流会の皆さんで 8/25（木）活性液・米のとぎ汁発酵液・９/

１（木）EMぼかし・9/12（月）EM団子１０００個を作製しました。今後の

活動としましては、１０月頃２つの橋（村尾橋・日ノ丸橋）にて出来上がった

EM団子を投入・水質検査をする予定です。 

 

9/18（日）清色地区内の自主防災訓練を実施しました。朝 9：00の屋外放送を合図に，参加者が

各公民館・公園等に避難してきました。みなさん「災害はいつどこで発生するかわからない！」と

熱心に訓練に取り組まれていました。 

 

9/11（日）清色コミ周辺の草払い清掃をしていただきました。迫山・

上原・麓上・麓下・久木宇都自治会長の皆様 有難うございました。 

自主防災組織とは、「自分たちの地

域は自分たちで守る」という自覚、

連帯感に基づき、自主的に結成する

組織で、組織で作成する防災計画等

に基づいて災害による被害を予防

し、軽減するために地域の方々が連

携し防災活動を行う、「共助」の中

核を担います。防災知識の普及啓発、

防災訓練や地域の防災安全点検の実

施、防災資機材の備蓄といった活動

に取り組みます。いざ災害となった

場合には、負傷者の救出や救護、初

期消火、住民の避難誘導、避難所の

運営などに従事します。特に大規模

な災害が起こった場合は、電話の不

通や道路の途絶、電気・水道などの

ライフライン被害により、消防など

の公的機関の応急活動に支障を来た

すおそれがあります。そのような事

態に備え、住民が連携して地域の被

害を最小限に抑えることが、自主防

災組織の役割です。 

 

炊き出し訓練の様子です。ハ

イゼックスというポリ袋に無

洗米・味付けをした水を入れ

て鍋で煮ます。そのまま食べ

ることができるので食器類が

必要ないそうです。お米だけ

でなく、野菜・肉類などを入

れてもいいそうですよ。袋は、

１００枚単位（一枚５．４円）

で日赤・社協で取り扱ってい

ます。 

日赤鹿児島県支部より砂原

指導員さんに講話をしてい

ただきました。また、体験型

学習として「みんなで分けよ

う。食べ物の仕分けシュミレ

ーション」を行いました。 


